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日頃から、市政の運営にご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

このたび、「第３期那須塩原市子ども・子育て未来プラン（令和７～11年度）」の策定を進めるにあ

たり、市民の皆様の子育てに関する生活実態やご意向などを把握すべく「子ども・子育て支援に関す

るニーズ調査」を実施することとなりました。 

この調査は、市がランダムに抽出した就学前のお子さんがいらっしゃる世帯にご協力をお願いす

るものです。 

なお、ご回答いただいた調査内容は、回答者個人が特定されることのないよう統計的に処理され、

市や国・県の子ども・子育て支援施策の検討の実に利用させていただくもので回答者個人が特定され

たり、個々の回答内容が他に漏れたり、他の目的に利用したりすることは、一切ございません。 

つきましては、ご多忙のことと存じますが、今後の市の子育て支援施策を検討するにあたって大変

大切な調査となりますので、期日までにご回答くださいますよう、ご協力をお願い申し上げます。 

 

令和６年３月 那須塩原市 

 

【ご回答の方法】 

１．宛名のお子さんの保護者の方がご回答ください。 

２．この調査は無記名です。アンケートに回答することで、個人が特定されることはありません。 

３．ご記入後は、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに期限までにご投函ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答締め切り：令和６年３月３１日まで 

お問い合わせはこちら 

那須塩原市子ども未来部 子育て支援課 子ども福祉係 電話：0287-46-5532 

子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査 

（就学前保護者対象） 

インターネットからの回答も可能です 

右の二次元コードを読み取り、回答フォームへアクセスし、設

問にそって順番にご回答ください。 

※通信サービスの接続料金は利用者様の負担となります。 

※回答を中断する場合は、そのまま画面を閉じてください。再

度回答フォームへアクセスすると、続きから回答できます。 

※一度回答を送信すると、その後修正はできません。 

※以下のＵＲＬをブラウザのアドレスバーに入力しても回答

できます。 

http://xxxxxxxxx.xxxxxxxxxxxx/xxxxxxxx 

二次元コード 
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【ご記入にあたってのお願い】 

１．特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名のお子さんについてご記入ください。 

２．アンケートには、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

３．回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合があります。 

４．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので、注意書きに従ってください。

１つだけ回答する箇所を複数回答されますと、無回答扱いになりますのでご注意ください。また、

「その他」をお選びいただいた場合は、その後にある（ ）内に具体的な内容をご記入ください。 

５．数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制（例：〔 18 〕時）でご記入ください。 

６．設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きや矢印に従って

ご回答ください。特にことわりのない場合は、次の設問にお進みください。 

７．調査内の各制度の利用料金等については「教育・保育ガイドブック」をご覧下さい。 

  ※ホームページでもご覧いただけます。 

   ＵＲＬ：www.city.nasushiobara.lg.jp/19/007250.html  

              ガイドブックはページ下部にございます。 

 

http://www.city.nasushiobara.lg.jp/19/007250.html
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お住まいの地域について 

問１ お住まいの小学校区をお答えください。（当てはまるもの１つに○） 

小学校区 

（番号に○） 
通学区域 

１．黒磯小学校区 
本郷町、新朝日、宮町、錦町、住吉町、豊町、中央町、高砂町、橋本町、桜町、材

木町、大黒町、若葉町、東大和町、上黒磯、末広町、弥生町、黒磯幸町、本町 

２．稲村小学校区 
阿波町、豊住町、新町、西新町、並木町、若草町、稲村１区、稲村２区、稲村西

町、四方寺、東原２区、上埼玉２区の一部(県道黒磯田島線北側地区) 

３．東原小学校区 
若松団地、豊浦北町、緑ケ丘団地、北栄町、松原町、美原町、東原中央、東原１

区、東原３区、東原４区、鳥野目、小結、藤田１区、藤田２区、小結開拓 

４．埼玉小学校区 

新上厚崎、馬蹄形、上埼玉１区、上埼玉２区の一部(県道黒磯田島線南側地区)、

下埼玉、南埼玉１区、南埼玉２区、南埼玉３区、上厚崎１丁目、上厚崎２丁目、

上厚崎３丁目、上厚崎４丁目の一部（市道総合グランド東線の西側）、上厚崎５

丁目の一部（市道総合グランド東線の西側）、春日町 

５．豊浦小学校区 
東栄１丁目、東栄２丁目、安藤町、原町、下黒磯、黒磯７区、鍋掛豊浦、雇用促

進住宅、東豊浦、下豊浦、青葉台 

６．共英小学校区 

下厚崎・渡辺、清住町、共墾社１区、共墾社２区、豊浦町、豊浦南町、松浦町、

新緑町、豊浦中町・上豊浦３区の１、上厚崎４丁目の一部（埼玉小学校の通学区

域を除く）、上厚崎５丁目の一部（埼玉小学校の通学区域を除く） 

７．鍋掛小学校区 
豊岡、石田坂・赤沼、寺子、熊久保、越堀西、越堀、鍋掛、樋沢、野間、新堀、鍋

掛原、長久保、鍋掛東町、望田、日新 

８．大原間小学校区 

東那須野区、大原間、大原間西１丁目、大原間西２丁目、東小屋、大塚山中、佐

野、三本木、木曽畑中、沼野田和、下中野、島方、方京、方京１丁目、方京２丁

目、方京３丁目、上中野、笹沼、北弥六、前弥六、前弥六南町、沓掛、沓掛１丁

目、沓掛２丁目、沓掛新田 

９．波立小学校区 
中島、北和田、波立、中内・鹿野崎、無栗屋、上郷屋、百目木、塩野崎、唐杉、塩

野崎新田 

10．高林小学校区 

高林、下の内、箕輪、洞島、川原向、柏林、箭坪、木綿畑本田、木綿畑新田、湯

宮、鴫内、百村新田、百村本田、穴沢、油井、板室、西岩崎、塩沢、笹野曽里、戸

田 

11．青木小学校区 青木１区、青木２区、青木３区、青木４区、青木東昭区 

12．三島小学校区 

五軒町のうち５番から７番まで、西栄町のうち９番、北赤田のうち 316 番地の一

部、東赤田、三島１丁目から５丁目まで、東三島１丁目から６丁目まで、西三島

１丁目から６丁目まで、西三島７丁目のうち 236番地の一部、253番地及び 334番

地の一部、南郷屋１丁目から５丁目まで、睦、大字井口のうち 533 番地の一部、

537 番地から 543番地まで、546 番地から 548番地まで及び 552番地の一部 

13．槻沢小学校区 
高柳、西富山、井口(三島小学校の通学区域を除く。)、西遅沢、東遅沢、関根、

東関根、槻沢 

14．東小学校区 

永田町、扇町、あたご町、西大和、西原町、五軒町(三島小学校の通学区域を除く。)、

西栄町(三島小学校の通学区域を除く。)、東町、西朝日町、南町、西幸町、二つ

室のうち 217番地及び 218番地、北二つ室、太夫塚１丁目から６丁目まで 

15．南小学校区 二つ室(東小学校及び大山小学校の通学区域を除く。)、一区町、二区町 

16．西小学校区 
三区町、四区町、千本松、上赤田、北赤田(三島小学校の通学区域を除く。)、南

赤田、西赤田、西三島７丁目(三島小学校の通学区域を除く。) 

17．大山小学校区 
下永田１丁目から８丁目まで、緑１丁目、緑２丁目、二つ室８番地から 65番地ま

で、新南、石林 

18．箒根学園区 
関谷、金沢、宇都野、下大貫、上大貫、高阿津、下田野、遅野沢、蟇沼、折戸、上

横林、横林、接骨木 

19．塩原小中学校区 塩原、中塩原、上塩原、湯本塩原 
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宛名のお子さんとご家族の状況について 

問２ 宛名のお子さんの年齢（令和５年４月１日現在）をお答えください。（当てはまるもの１つに○） 

１．０歳 ３．２歳 ５．４歳 

２．１歳 ４．３歳 ６．５歳 

 

問３ 宛名のお子さんのきょうだいの数（宛名のお子さんを含めた人数）をお答えください。（当てはま

るもの１つに○） 

１．１人 ３．３人 ５．５人以上 

２．２人 ４．４人  

 

【問３で「２～５」を選んだ方にうかがいます。】 

問３－１ ２人以上お子さんがいらっしゃる場合、末子の子の年齢（令和５年４月１日現在）をお答え

ください。（当てはまるもの１つに○） 

１．０歳 ３．２歳 ５．４歳 

２．１歳 ４．３歳 ６．５歳 

 

問４ この調査にご回答いただく方はどなたですか。（当てはまるもの１つに○） 

１．母親 ２．父親 ３．その他（      ） 

 

問５ この調査にご回答いただく方の配偶関係についてお答えください。（当てはまるもの１つに○） 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない  

 

問６ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方をお答えください。（当てはまるもの

１つに○） 

１．父母ともに ３．主に父親 ５．その他（        ） 

２．主に母親 ４．主に祖父母  

 

 

子どもの育ちをめぐる環境について 

問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（どこ）ですか。お

子さんからみた関係でお答えください。（当てはまるものすべてに○） 

１．父母ともに ４．祖父母 ７．認定こども園 

２．母親 ５．幼稚園 ８．その他（      ） 

３．父親 ６．保育所  
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問８ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に、最も影響すると思われる環境についてお答えくださ

い。（当てはまるもの１つに○） 

１．家庭 ３．幼稚園 ５．認定こども園 

２．地域 ４．保育所 ６．その他（     ） 

 

問９ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（当てはまるものすべてに○） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

【問９で「１～４」を選んだ方にうかがいます。】 

問９－１ 親族や知人（お相手）にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。（当ては

まるもの１つに○） 

１．相手の負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる 

２．相手の負担や時間的制約が大きく心配である 

３．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

４．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

５．その他（                                 ） 

 

問１０ 子どものことや子育てについて気軽に相談できる相手・場所は誰（どこ）ですか。（当てはまる

ものすべてに○） 

１．身内の人（親・兄弟姉妹など） ７．幼稚園教諭 

２．友人や知人 ８．民生委員・児童委員 

３．近所や地域の人 ９．かかりつけの医師 

４．子育て支援施設 10．自治体の子育て担当窓口 

５．保健所・保健センター 11．その他（           ） 

６．保育士 12．そのような相手・場所はない 

 

問１１ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポ

ートがあれば良いとお考えでしょうか。ご自由にご記入ください。 
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保護者の就労状況について 

【母親】の現在の就労状況（自営業、家族従業者を含む）についてうかがいます。（問 12～問 12-3） 

（父子家庭の場合は回答不要です） 

 

問１２ 就労形態についてお答えください。（当てはまるもの１つに○） 

１．フルタイムで就労している 

２．パートタイム、アルバイト等で就労している 

３．以前は就労していたが、現在は就労していない 

４．これまでに就労したことがない 

※フルタイム…週５日、１日８時間程度の就労。育児・介護休業中も含む。 

※パートタイム、アルバイト等…「フルタイム」以外の就労。育児・介護休業中も含む。 

 

【問１２で「１～２」を選んだ方にうかがいます。】 

問１２－１ 普段の就労時間について、最も多いパターンをお答えください。（当てはまるもの１つに

○） 

１．１日３時間未満 

２．１日３時間以上８時間未満 

３．１日おおむね８時間 

４．１日８時間超（残業をすることが多い） 

 

【問１２で「１～２」を選んだ方にうかがいます。】 

問１２－２ 普段の就労時間帯について、最も多いパターンをお答えください。（当てはまるもの１つ

に○） 

１．主に昼間の就労 

２．主に夜間の就労 

３．昼間・夜間の就労、いずれもある 

 

【問１２で「２～４」を選んだ方にうかがいます。】 

問１２－３ 今後、フルタイム就労への転換を希望されますか。（当てはまるもの１つに○） 

１．出来ればフルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．出来ればフルタイムへの転換希望があるが、実現できる見込みはない 

３．今後（も）パート・アルバイト等の就労を続けることを希望する 

４．今後（も）就労せず、子育てや家事に専念したい 
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【父親】の現在の就労状況（自営業、家族従業者を含む）についてうかがいます。（問 13～問 13-3） 

（母子家庭の場合は回答不要です） 

 

問１３ 就労形態についてお答えください。（当てはまるもの１つに○） 

１．フルタイムで就労している 

２．パートタイム、アルバイト等で就労している 

３．以前は就労していたが、現在は就労していない 

４．これまでに就労したことがない 

※フルタイム…週５日、１日８時間程度の就労。育児・介護休業中も含む。 

※パートタイム、アルバイト等…「フルタイム」以外の就労。育児・介護休業中も含む。 

 

【問１３で「１～２」を選んだ方にうかがいます。 

問１３－１ 普段の就労時間について、最も多いパターンをお答えください。（当てはまるもの１つに

○） 

１．１日３時間未満 

２．１日３時間以上８時間未満 

３．１日おおむね８時間 

４．１日８時間超（残業をすることが多い） 

 

【問１３で「１～２」を選んだ方にうかがいます。】 

問１３－２ 普段の就労時間帯について、最も多いパターンをお答えください。（当てはまるもの１つ

に○） 

１．主に昼間の就労 

２．主に夜間の就労 

３．昼間・夜間の就労、いずれもある 

 

【問１３で「２～４」を選んだ方にうかがいます。】 

問１３－３ 今後、フルタイム就労への転換を希望されますか。（当てはまるもの１つに○） 

１．出来ればフルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．出来ればフルタイムへの転換希望があるが、実現できる見込みはない 

３．今後（も）パート・アルバイト等の就労を続けることを希望する 

４．今後（も）就労せず、子育てや家事に専念したい 
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宛名のお子さんの平日の「定期的」な教育・保育の利用状況について 

問１４ 宛名のお子さんは、現在「定期的に」以下の事業を利用していますか。（それぞれ当てはまる

ものに○） 

教育・保育事業 

定
期
的
に 

利
用
し
て
い
る 

た
ま
に
（
不
定
期
に
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
た
い
が 

利
用
で
き
て
い
な
い 

利
用
し
て
い
な
い 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） １ ２ ３ ４ 

２．幼稚園の預かり保育 １ ２ ３ ４ 

３．認可保育所（保育園） １ ２ ３ ４ 

４．認定こども園 １ ２ ３ ４ 

５．小規模な保育施設 １ ２ ３ ４ 

６．家庭的保育 １ ２ ３ ４ 

７．事業所内保育施設 １ ２ ３ ４ 

８．自治体の認証・認定保育施設 １ ２ ３ ４ 

９．その他の認可外の保育施設 １ ２ ３ ４ 

10．居宅訪問型保育 １ ２ ３ ４ 

11．ファミリー・サポート・センター １ ２ ３ ４ 

 

＜教育・保育事業の説明＞ 

幼稚園の預かり保育 通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ 

認可保育所（保育園） 国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けた定

員 20 人以上のもの 

認定こども園 幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設 

小規模な保育施設 国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員概

ね６～１９人のもの 

家庭的保育 保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業 

事業所内保育施設 企業が主に従業員用に運営する施設 

自治体の認証・認定保育施設 認可保育所ではないが、自治体が認証・認定した施設 

居宅訪問型保育 ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業 

ファミリー・サポート・センター 地域住民が子どもを預かる事業 
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【問１４で 1つでも「１.利用している」、「２.たまに利用している」を選んだ方にうかがいます。】 

問１４－１ 現在利用している教育・保育事業の実施場所は、市内以外の市町村がありますか。ある

場合は市町村名もお答えください。（当てはまるもの１つに○） 

１．ない（市内の教育・保育事業のみ利用している） 

２．ある（具体的な市町村名：          ） 

 

【問１４で「１.利用している」、「２.たまに利用している」を選んだ方にうかがいます。】 

問１４－２ 平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由は何ですか。主な理由をお答え

ください。（当てはまるもの１つに○） 

１．子どもの教育や発達のため 

２．子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している 

３．子育て（教育を含む）をしている方が就労予定がある／求職中である 

４．子育て（教育を含む）をしている方が家族・親族などを介護している 

５．子育て（教育を含む）をしている方が病気や障害がある 

６．子育て（教育を含む）をしている方が学生である 

７．その他（                                 ） 

 

【問１４で 1つでも「３.利用したいが利用できていない」、「４.利用していない」を選んだ方にうか

がいます。】 

問１４－３ 教育・保育事業を利用できていない・していない理由は何ですか。主な理由をお答えく

ださい。（当てはまるもの１つに○） 

１．保護者がみている 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、保育・教育の定員に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、質や場所など、納得できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため、成長したら利用したい 

９．その他（                                 ） 
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問１５ 今後はいつ「定期的に」利用したいですか。（それぞれ当てはまるものすべてに○） 

教育・保育事業 

平
日 

お
子
さ
ん
の 

長
期
休
暇
期
間
中 

土
曜
日 

日
曜
日
・
祝
日 

利
用
希
望
は
な
い 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） １ ２ ３ ４ ５ 

２．幼稚園の預かり保育 １ ２ ３ ４ ５ 

３．認可保育所（保育園） １ ２ ３ ４ ５ 

４．認定こども園 １ ２ ３ ４ ５ 

５．小規模な保育施設 １ ２ ３ ４ ５ 

６．家庭的保育 １ ２ ３ ４ ５ 

７．事業所内保育施設 １ ２ ３ ４ ５ 

８．自治体の認証・認定保育施設 １ ２ ３ ４ ５ 

９．その他の認可外の保育施設 １ ２ ３ ４ ５ 

10．居宅訪問型保育 １ ２ ３ ４ ５ 

11．ファミリー・サポート・センター １ ２ ３ ４ ５ 

 

【問１５で１つでも「５.利用希望はない」以外を選んだ方（1つ以上利用したい事業がある方）にう

かがいます。】 

問１５－１ 教育・保育事業を利用したい場所は、市内以外の市町村のご希望がありますか。ご希望

の場合は具体的な市町村名もお答えください。（当てはまるもの１つに○） 

１．ない（市内の教育・保育事業のみ希望する） 

２．ある（具体的な市町村名：          ） 

 

【問１５で１つでも「５.利用希望はない」以外を選んだ方（1つ以上利用したい事業がある方）にう

かがいます。】 

問１５－２ 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望し

ますか。（当てはまるもの１つに○） 

１．はい ２．いいえ  
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宛名のお子さんの地域の子育て支援事業等の利用状況について 

問１６ 宛名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業（（親子が集まって過ごしたり、相談をした

り、情報提供を受けたりする場で、「子育て支援センター」等と呼ばれています）等を利用してい

ますか。利用していますか。（それぞれ当てはまるものに○） 

事業名 

現
在
の
利
用
日
数
を

減
ら
し
た
い 

現
在
の
利
用
日
数
の

ま
ま
利
用
し
た
い 

現
在
の
利
用
日
数
を

増
や
し
た
い 

利
用
意
向
は
な
い 

①つどいの広場 １ ２ ３ ４ 

②なかよし広場（いきいきふれあいセンター内） １ ２ ３ ４ 

③市内の保育施設が実施する子育てサロン １ ２ ３ ４ 

④市内の公民館が実施する子育てサロン １ ２ ３ ４ 

⑤子育てコミュニティ広場（イオンタウン那須塩原内） １ ２ ３ ４ 

⑥市外の子どもの遊び場（トコトコ（大田原市）、わんぱく

キッズランド（那須町）等） 
１ ２ ３ ４ 

⑦その他（                ） １ ２ ３ ４ 

 

問１７ 地域子育て支援拠点事業等を今後どの程度利用したいですか。（それぞれ当てはまるものに○） 

事業名 
月 

10日以上 

月 

５日～９日 

月 

１～４日 

利用して

いない 

①つどいの広場 １ ２ ３ ４ 

②なかよし広場（いきいきふれあいセンター内） １ ２ ３ ４ 

③市内の保育施設が実施する子育てサロン １ ２ ３ ４ 

④市内の公民館が実施する子育てサロン １ ２ ３ ４ 

⑤子育てコミュニティ広場（イオンタウン那須塩原

内） 
１ ２ ３ ４ 

⑥市外の子どもの遊び場（トコトコ（大田原市）、わ

んぱくキッズランド（那須町）等） 
１ ２ ３ ４ 

⑦その他（                ） １ ２ ３ ４ 

問１８ 地域子育て支援拠点事業について、どのような場所で実施することが望ましいと思いますか。

（あてはまる番号１つに〇） 

１．公共施設に併設 ４．併設ではなく拠点（サロン等）だけで実施 

２．保育園等の保育施設に併設 ５．その他（              ） 

３．商業施設に併設  
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宛名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保

育事業の利用希望について 

問１９ 宛名のお子さんについて、土曜日に「定期的な」教育・保育事業の利用希望はありますか。（当

てはまるもの１つに○） 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回利用したい 

 

問２０ 宛名のお子さんについて、日曜・祝日に、「定期的な」教育・保育事業の利用希望はありますか。

（当てはまるもの１つに○） 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回利用したい 

 

【問１８または問１９で「３」を選んだ方にうかがいます。】 

問１９－１ 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（当てはまるもの１つに○） 

１．月に数回仕事が入るため 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（               ） 

 

【「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。】 

問１９－２ 宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期期間中の教育・保育事業の利用希望

はありますか。（当てはまるもの１つに○） 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

３．休みの期間中、週に数日利用したい 

 

【問１９－２で「３」を選んだ方にうかがいます。】 

問１９－３ 毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（当てはまるもの１つに○） 

１．月に数回仕事が入るため 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（               ） 
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宛名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます。（平日の教

育・保育事業を利用する方のみ） 

【現在、幼稚園や保育施設などの事業を定期的に利用している方にうかがいます。】 

問２１ 宛名のお子さんが、病気やけがで通常の事業が利用できなかった場合に、この１年間に行った

対処方法についてお答えください。（当てはまるものすべてに○） 

１．父親が休んだ 

２．母親が休んだ 

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 

４．父親又は母親のうち、就労していない方が子どもをみた 

５．病児・病後児の保育を利用した 

６．ベビーシッターを利用した 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

９．その他（                              ） 

10．事業が利用できないような事態はなかった 

 

問２２ 宛名のお子さんが病気やけがの際、どのように対応することを希望しますか。（当てはまるも

の１つに○） 

１．できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい 

２．病児・病後児のための保育施設等を利用したい 

３．ベビーシッターなど、民間サービスを利用したい 

４．親族や知人を頼りたい 

５．その他（                                ） 

 

問２３ 今後、宛名のお子さんが病気やけがの際、利用したい病児・病後児のための保育施設等はあり

ますか。（当てはまるものすべてに○） 

１．他の施設（幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（ファミリー・サポート・センター等） 

４．その他（                              ） 

５．いずれも利用したいとは思わない 
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【問２３で「５」を選んだ方にうかがいます。】 

問２３－１ 病児・病後児のための保育施設を利用したいと思わない理由は何ですか。（当てはまるも

のすべてに○） 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 

２．病児・病後児の保育事業の質に不安がある 

３．病児・病後児の保育事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない 

６．親が仕事を休んで看る 

７．発熱など、すぐに利用したいときに利用することができない 

８．その他（                              ） 

 

宛名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり

等の利用について 

問２４ 宛名のお子さんについて、日中の「定期的な」保育や、病気やけがでの利用以外に、私用、不

定期の就労等の目的で、「不定期に」利用している事業はありますか。（当てはまるものすべてに

○） 

１．一時預かり（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 

３．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

４．夜間養護等事業：トワイライトステイ（児童養護施設、母子生活支援施設などで休日・平日の夜

間、子どもを保護する事業） 

５．ベビーシッター 

６．その他（                               ） 

７．利用していない 

 

【問２４で「７」を選んだ方にうかがいます。】 

問２４－１ 利用していない理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 

１．特に利用する必要がない 

２．利用したい事業が地域にない 

３．地域の事業の質に不安がある 

４．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

５．利用料がかかる・高い 

６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

９．その他（                                ） 
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問２５ 今後、私用、不定期の就労等により、宛名のお子さんを泊りがけで家族以外に一時的に預ける

必要が出てくると思いますか。（当てはまるもの１つに○） 

１．利用する必要が出てくると思う ２．利用する必要はない 

 

【問２５で「１」を選んだ方にうかがいます。】 

問２５－１ 宛名のお子さんについて、私用、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用す

る必要があると思いますか。利用希望の有無・日数をお答えください。 

（あてはまる番号・丸数字すべてに○） 

※利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を□内に数字でご記入ください。 

※なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかることがあります。 

１．利用する必要が出てくると思う 計□□日 

 ①私用(買い物、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の習い事等)、リフレッシュ

目的 

□□日 

 ②冠婚葬祭、学校行事、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の通院 等 □□日 

 ③不定期の就労 □□日 

 ④その他 □□日 

 

問２５－２ 宛名のお子さんについて、私用、不定期の就労等の目的で「不定期に」預ける場合、いず

れの事業形態が望ましいと思いますか。（当てはまるものすべてに○） 

１．大規模施設で子どもを保育する事業（幼稚園・保育所等） 

２．小規模施設で子どもを保育する事業（地域子育て支援拠点等） 

３．地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業（ファミリー・サポート・センター等） 

４．その他（                               ） 

５．利用する必要はない 
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育児休業や短時間勤務制度などの職場の両立支援について 

【母親】の育児休業や短時間勤務についてうかがいます。（問 25～問 26） 

（父子家庭の場合は回答不要です） 

 

問２６ 宛名のお子さんが生まれたとき、育児休業制度または短時間勤務制度を利用しましたか。（当

てはまるものすべてに○） 

１．働いていなかった 

２．育児休業を取得した 

３．短時間勤務制度を利用した（育児休業後の取得も含む） 

４．制度がなかった 

５．働いていたが、いずれも取得・利用していない 

 

【問２６で「５」を選んだ方にうかがいます。】 

問２６－１ 育児休業制度や短時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。（当てはまるものすべ

てに○） 

１．利用しにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．利用要件を満たさなかった 

12．利用できることを知らなかった 

13．利用できることを知らず、退職した 

14．その他（                          ） 

 

【問２６で「２」を選んだ方にうかがいます。】 

問２６－２ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（当てはまるもの１つに○） 

１．育児休業取得後、職場に復帰した ３．育児休業中に離職した 

２．現在も育児休業中である  
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【問２６－２で「１」を選んだ方にうかがいます。】 

問２６－３ 希望するタイミングで、育児休業から職場に復帰することができましたか。（当てはまる

もの１つに○） 

１．希望するタイミングで復帰した 

２．希望する保育所（園）に入るため、希望するタイミングよりも早く復帰した 

３．配偶者や家族の希望があったため、希望するタイミングよりも早く復帰した 

４．経済的な理由で、希望するタイミングよりも早く復帰した 

５．人事異動等、職場の都合のため、希望するタイミングよりも早く復帰した 

６．希望する保育所に入れなかったため、希望するタイミングよりも遅く復帰した 

７．自分や子どもの体調が思わしくなかったため、希望するタイミングよりも遅く復帰した 

８．配偶者や家族の希望があったため、希望するタイミングよりも遅く復帰した 

９．職場の環境が整っていなかったため、希望するタイミングよりも遅く復帰した 

10．子どもをみてくれる人や場所がなかったため、希望するタイミングよりも遅く復帰した 

11．その他（                                 ） 

 

【問２６－２で「２」を選んだ方にうかがいます。】 

問２６－４ 宛名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、お子さんを預けて職

場復帰を希望しますか。（当てはまるもの１つに○） 

１．希望する 

２．希望しない 

 

問２７ 育児休業給付※１、保険料免除※２について知っていましたか。（当てはまるもの１つに○） 

１．育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２．育児休業給付のみ知っていた 

３．保険料免除のみ知っていた 

４．育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 

※１ 子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み（一定の要件を満たす場合は１歳

６か月） 

※２ 子どもが満３歳になるまでの育児休業等の期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が

免除になる仕組み 
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【父親】の育児休業や短時間勤務についてうかがいます。（問 28～問 29） 

（母子家庭の場合は回答不要です） 

 

問２８ 宛名のお子さんが生まれたとき、育児休業制度または短時間勤務制度を利用しましたか。（当

てはまるものすべてに○） 

１．働いていなかった 

２．育児休業を取得した 

３．短時間勤務制度を利用した（育児休業後の取得も含む） 

４．短時間勤務制度がなかった 

５．働いていたが、いずれも取得・利用していない 

 

【問２８で「４」を選んだ方にうかがいます。】 

問２８－１ 育児休業制度や短時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。（当てはまるものすべ

てに○） 

１．利用しにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．利用要件を満たさなかった 

12．利用できることを知らなかった 

13．利用できることを知らず、退職した 

14．その他（                          ） 

 

【問２８で「２」を選んだ方にうかがいます。】 

問２７－２ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（当てはまるもの１つに○） 

１．育児休業取得後、職場に復帰した ３．育児休業中に離職した 

２．現在も育児休業中である  
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【問２８－２で「１」を選んだ方にうかがいます。】 

問２８－３ 希望するタイミングで、育児休業から職場に復帰することができましたか。（当てはまる

もの１つに○） 

１．希望するタイミングで復帰した 

２．希望する保育所（園）に入るため、希望するタイミングよりも早く復帰した 

３．配偶者や家族の希望があったため、希望するタイミングよりも早く復帰した 

４．経済的な理由で、希望するタイミングよりも早く復帰した 

５．人事異動等、職場の都合のため、希望するタイミングよりも早く復帰した 

６．希望する保育所に入れなかったため、希望するタイミングよりも遅く復帰した 

７．自分や子どもの体調が思わしくなかったため、希望するタイミングよりも遅く復帰した 

８．配偶者や家族の希望があったため、希望するタイミングよりも遅く復帰した 

９．職場の環境が整っていなかったため、希望するタイミングよりも遅く復帰した 

10．子どもをみてくれる人や場所がなかったため、希望するタイミングよりも遅く復帰した 

11．その他（                                 ） 

 

【問２８－２で「２」を選んだ方にうかがいます。】 

問２８－４ 宛名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、お子さんを預けて職

場復帰を希望しますか。（当てはまるもの１つに○） 

１．希望する 

２．希望しない 

 

問２９ 育児休業給付※１、保険料免除※２について知っていましたか。（当てはまるもの１つに○） 

１．育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２．育児休業給付のみ知っていた 

３．保険料免除のみ知っていた 

４．育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 

※１ 子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み（一定の要件を満たす場合は１歳

６か月） 

※２ 子どもが満３歳になるまでの育児休業等の期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が

免除になる仕組み 
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「こども誰でも通園制度」について 

問３０ こども誰でも通園制度※について、知っていましたか。 

１．詳細まで知っていた 

２．聞いたことはあるが詳細は知らない 

３．全く知らなかった 

※「こども誰でも通園制度」は、認可保育園や認定こども園などを利用していない生後 6カ月から 3歳

未満の子どもを対象に、保護者の就労の有無などは問わず保育を利用できる新たな制度で、政府は

2026年度の本格実施を目指しています。 

 

問３１ こども誰でも通園制度を利用したいと思いますか。 

１．制度が開始したらぜひ利用したい →問 31へお進みください。 

２．わからない 

３．利用したいとは思わない 

問３２ こども誰でも通園制度を利用したい日数、時間数、時間帯を記入してください。 

１．利用したい日数 週（  ）日  

２．１回あたり（   ）時間 

３．時間帯（  ：  ）から（  ：  ）まで 
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さいごに 

問３３ お住まいの地域における、子育て環境や支援への満足度についてお答えください。（当てはま

るもの１つに○） 

１．満足していない 

２．あまり満足していない 

３．ふつう 

４．やや満足している 

５．非常に満足している 

問３４ お住まいの地域の教育・保育環境の充実など、子育て環境や支援に関してご意見がございまし

たら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 


